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2026 春季生活闘争スローガン 

ＯＮＥ ＴＥＡＭで 今年も 賃上げ！ 
２０２６年 ３月 ９日 日本鉄道労働組合連合会 

 

２ ０ ２ ６ 春季生活闘争討論集会開催！  

ＪＲ連合四国地協は２月 11日、香川県宇多津町内に
設けた会場と愛媛・徳島・高知県内の各サテライト会場

をＷＥＢでつなぎ、第 34回定期委員会を開催。向こう

一年の方針を策定するとともに新体制を確立した。 
定期委員会の冒頭、執行部を代表して挨拶に立った

中村鉄平議長代行（ＪＲ連合副会長・ＪＲ四国労組執行

委員長）は、中期経営計画に明るい兆しが見える一方、
深刻な人手不足解消に向け、ＪＲ四国労組が策定した『ユニオンビジ

ョン２０２３』を実現すべく、全力で取り組む決意を表明。そのうえ

で、「安全・安定・安心輸送の確立」「２０２６春季生活闘争」「組織
の強化・拡大」「政策課題実現」について組合員に対し所信を述べた。 

議事では、杉本慶太事務局長代行

（ＪＲ四国労組執行委員）が提起
した経過報告、活動方針案・予算案

を満場一致で承認。役員改選では、

中村議長をはじめとする新体制を
確立した。 

続いて開催された「２０２６春季生活闘争討論集会」では、ＪＲ連

合の石川敏也産業政策局長が今次春闘のポイントや取り巻く情勢を
説明。「『ＯＮＥ ＴＥＡＭで 今年も 賃上げ！』のスローガンのとお

り、高い水準での賃上げを継続することがポイント」と述べ、「人財

への投資を勝ち取ろう！」と呼びかけた。 
集会では、加盟各単組より、一時金要求や労働条件改善への期待、

離職問題や組織の強化・拡大へ

の意見が出され、執行部より答
弁。最後に中村議長の団結ガン

バローで会を締めくくった。 

 

中村議長 


